
特別記事

特
別
記
事

段
瑞
聡
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
段
瑞
聡
君
提
出
博
士
学
位
請
求
論
文
「
蒋
介
石
と
新
生
活
運
動
に

関
す
る
研
究
」
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
章
　
序
論

　
第
二
章
　
新
生
活
運
動
発
動
の
背
景
－
思
想
的
側
面
を
中
心
と
し
て
ー

　
第
三
章
　
蒋
介
石
の
権
力
の
浸
透
と
新
生
活
運
動
－
一
九
三
四
年
を
中

　
　
　
　
　
心
に
1

　
第
四
章
　
蒋
介
石
の
国
家
建
設
理
念
と
新
生
活
運
動
－
一
九
三
五
～
一

　
　
　
　
　
九
三
七
年
を
中
心
に
1

　
第
五
章
　
新
生
活
運
動
と
「
抗
戦
建
国
」
ー
一
九
三
七
～
一
九
四
五
年

　
　
　
　
　
を
中
心
に
ー

　
第
六
章
　
新
生
活
運
動
の
組
織
構
造
と
蒋
介
石
の
権
力
基
盤
－
一
九
三

　
　
　
　
　
四
～
】
九
四
九
年

　
第
七
章
　
結
論

（
一
）

　
著
者
の
段
瑞
聡
君
も
言
う
よ
う
に
、
本
論
文
は
蒋
介
石
の
新
生
活

運
動
に
関
す
る
体
系
的
研
究
で
あ
る
。
こ
の
運
動
の
定
義
に
関
し
て

は
段
君
に
従
う
。
す
な
わ
ち
、
コ
九
三
四
年
二
月
一
九
日
、
蒋
介

石
は
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
委
員
長
南
昌
行
営
に
お
い
て
新
生
活
運

動
を
発
動
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
『
礼
・
義
・
廉
・
恥
』
と
い
う
伝

統
的
な
道
徳
を
基
本
的
な
精
神
と
し
、
国
民
生
活
の
『
軍
事
化
・
生

産
化
・
芸
術
化
（
合
理
化
）
』
を
中
心
目
標
と
し
、
『
斎
整
（
整
然

さ
）
・
清
潔
・
簡
単
・
素
朴
・
迅
速
・
確
実
』
を
実
施
原
則
と
し
、

そ
れ
を
『
食
・
衣
・
住
・
行
』
、
つ
ま
り
人
々
の
日
常
生
活
に
体
現

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
国
家
の
建
設
を
め
ざ
し
た
の
で
あ

る
」
。
こ
の
運
動
は
、
一
九
三
四
年
か
ら
蒋
介
石
が
下
野
す
る
一
九

四
九
年
ま
で
継
続
し
た
。

　
段
瑞
聡
君
は
、
研
究
史
的
研
究
の
観
点
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
前
と
後
に
分
け
、
中
国
、
台
湾
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
蒋

介
石
な
ら
び
に
新
生
活
運
動
の
研
究
成
果
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
こ

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
運
動
が
部
分
的
に
は
反
共
的
契

機
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
故
に
国
共
両
党
の
間
で
政
治

的
評
価
が
先
行
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
、

第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
研
究
で
は
こ
の
運
動
に
対
し
て
充
分
注
目

さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
新
生
活
運
動
は
蒋
介
石
の
強
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い
指
導
と
国
民
党
・
国
民
政
府
と
の
狭
間
で
展
開
し
た
政
治
運
動
で

あ
り
、
一
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
継
続
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
運
動
は
中
華
民
国
期
の
政
治
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
。

　
段
瑞
聡
君
は
、
新
生
活
運
動
の
展
開
過
程
を
時
系
列
的
に
三
つ
の

主
要
な
時
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
が
内
包
す
る
問
題
を
論
じ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
運
動
の
開
始
1
↓
九
三
四
年
、
②
国
家
建
設

と
新
生
活
運
動
ー
一
九
三
五
～
一
九
三
七
年
、
③
「
抗
戦
建
国
」
と

新
生
活
運
動
－
一
九
三
七
～
一
九
四
五
年
の
三
つ
の
時
期
か
ら
な
る
。

一
九
四
五
～
一
九
四
九
年
の
時
期
は
、
国
共
内
戦
の
な
か
で
こ
の
運

動
が
実
質
的
に
衰
退
し
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
さ
ら
に
段
君
は
、
こ

れ
ら
の
時
期
全
体
の
な
か
で
運
動
の
組
織
的
構
造
と
蒋
介
石
の
権
力

基
盤
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
既
存
の
研
究
と
比
較

す
る
時
、
こ
の
研
究
は
新
生
活
運
動
に
関
す
る
体
系
的
研
究
と
い
え

る
の
で
あ
る
。

（
二
）段

瑞
聡
君
は
、
こ
の
研
究
に
お
い
て
新
生
活
運
動
が
発
動
さ
れ
た

一
九
三
四
年
の
時
期
を
重
視
し
て
い
る
。
一
九
三
四
年
に
南
昌
で
こ

の
運
動
を
発
動
し
た
の
は
、
蒋
介
石
が
「
安
内
撰
外
」
の
方
針
の
下

に
共
産
党
討
伐
を
実
施
し
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
の
発

動
時
期
を
探
る
こ
と
は
運
動
全
体
の
性
格
な
ら
び
に
民
国
期
の
中
国

政
治
が
内
包
す
る
多
様
な
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
役
立
つ
の
で

あ
る
。
同
君
が
取
り
上
げ
た
主
要
な
問
題
は
、
新
生
活
運
動
の
思
想

的
淵
源
と
運
動
を
通
し
た
蒋
介
石
の
権
力
の
浸
透
で
あ
っ
た
。

　
段
瑞
聡
君
は
、
第
二
章
に
お
い
て
新
生
活
運
動
の
思
想
的
淵
源
と

し
て
、
①
伝
統
思
想
、
②
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
、
③
キ
リ
ス
ト
教
、
④
日

本
留
学
経
験
の
四
つ
の
要
素
を
指
摘
し
て
い
る
。
蒋
介
石
は
、
伝
統

思
想
の
な
か
か
ら
「
礼
・
義
・
廉
・
恥
」
を
抽
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
大
衆
の
道
徳
的
・
知
的
水
準
を
高
め
、
国
家
と
民
族
の
復
興
を
目

指
し
た
。
す
で
に
一
九
二
五
年
戴
季
陶
が
『
孫
文
主
義
之
哲
学
的
基

礎
』
を
著
し
、
伝
統
思
想
に
よ
っ
て
孫
文
思
想
を
体
系
化
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
新
生
活
運
動
を
伝
統
思
想
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
た
こ
と

は
、
蒋
介
石
が
国
民
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
正
統
性
と
解
釈
権
を
獲

得
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
お

け
る
領
袖
崇
拝
・
党
独
裁
・
中
央
集
権
化
・
大
衆
動
員
は
、
新
生
活

運
動
を
通
し
て
民
族
と
国
家
の
復
興
を
目
指
し
た
蒋
介
石
に
と
っ
て

魅
力
的
で
あ
っ
た
。
宋
美
齢
夫
人
の
影
響
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
宣

教
師
の
反
共
主
義
、
「
博
愛
」
・
「
犠
牲
」
精
神
を
通
し
て
の
三
民
主

義
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
接
近
な
ど
の
要
因
が
新
生
活
運
動
を
正
当
化

し
た
。
最
後
に
、
一
九
〇
七
～
一
九
二
年
の
日
本
留
学
時
代
に
蒋

介
石
が
日
本
人
と
軍
隊
の
生
活
の
な
か
に
見
出
し
た
規
律
・
清
潔
・
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「
武
士
道
」
な
ど
の
要
素
が
こ
の
運
動
に
意
識
的
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
た
。

　
問
題
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
要
素
が
蒋
介
石
個
人
の
思
想
な
ら
び
に

新
生
活
運
動
の
な
か
て
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
て
あ
る
。
段

瑞
聡
君
は
そ
の
よ
う
な
関
連
性
を
探
る
努
力
を
し
て
い
る
が
、
「
そ

れ
ら
四
つ
の
側
面
の
相
互
関
連
に
関
し
て
は
、
蒋
介
石
が
必
ず
し
も

明
確
な
解
釈
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
結
論
を
出
し
て
い
る
。

確
か
に
、
蒋
介
石
の
考
え
方
の
な
か
で
こ
れ
ら
四
つ
の
要
素
が
関
連

づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
蒋
の
主
観
を
離
れ
て
わ
れ
わ

れ
が
ど
う
理
解
す
る
か
を
示
す
必
、
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
四

つ
の
思
想
的
淵
源
に
関
し
て
、
蒋
介
石
自
ら
の
政
治
的
立
場
に
ひ
き

つ
け
て
選
択
的
・
実
際
的
観
点
か
ら
解
釈
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
蒋
介
石
の
政
治
指
導
の
特
徴
に

も
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
は
、
新
生
活
運
動
発
動
と
蒋
介
石
の
権
力
と
の
関
係
を
扱

っ
て
い
る
。
段
瑞
聡
君
が
示
し
た
重
要
な
認
識
は
、
一
九
三
四
年
当

時
蒋
介
石
の
権
力
基
盤
が
弱
体
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
蒋

介
石
は
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
あ
っ
て
反
蒋
戦
争
に
勝
利
し
、
「
中

華
民
国
訓
政
時
期
約
法
」
を
通
過
さ
せ
、
共
産
党
討
伐
に
適
進
し
て

い
た
。
し
か
し
、
彼
の
権
力
は
国
民
党
・
国
民
政
府
内
で
は
多
く
の

製
肘
を
受
け
、
対
外
的
に
は
↓
九
三
一
年
の
満
州
事
変
に
始
ま
る
日

本
の
侵
略
に
直
面
し
て
い
た
。
段
君
は
こ
の
よ
う
な
蒋
介
石
の
権
力

状
況
を
資
料
に
基
づ
き
独
自
に
分
析
し
て
い
る
。
本
章
の
特
徴
は
、

新
生
活
運
動
発
動
の
背
後
に
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
反
共
・

地
方
軍
事
勢
力
の
排
除
・
抗
日
に
加
え
て
、
弱
体
な
蒋
介
石
の
権
力

を
強
化
し
、
各
地
に
浸
透
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
動
機
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
蒋
介
石
の
指
導
の
下
に
新
生
活
運
動
の
実
施
に
あ
た
っ
た
中
心
的

機
関
は
、
一
九
三
四
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
南
昌
新
生
活
運
動
促
進

会
と
、
全
国
的
展
開
の
た
め
に
同
年
七
月
に
改
組
さ
れ
た
新
生
活
運

動
促
進
総
会
で
あ
っ
た
。
段
瑞
聡
君
は
、
江
西
省
を
は
じ
め
と
し
て

南
京
・
北
平
・
上
海
、
さ
ら
に
全
国
各
地
の
運
動
の
実
体
を
分
析
し

て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
運
動
そ
の
も
の
の
展
開
の
過
程
に
対
す
る
分
析
を
省

略
し
、
段
瑞
聡
君
が
明
ら
か
に
し
た
新
た
な
知
見
を
指
摘
す
る
こ
と

に
す
る
。
第
一
は
、
一
九
三
四
年
段
階
で
こ
の
運
動
が
最
も
成
果
を

上
げ
た
の
は
、
江
西
省
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
民
政
府
の
支
配
が
比

較
的
浸
透
し
て
い
た
安
徽
省
と
湖
北
省
て
あ
り
、
農
村
部
や
西
南
諸

省
に
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
蒋
介
石
は
こ

の
運
動
の
推
進
に
あ
た
り
、
国
民
党
・
国
民
政
府
の
支
持
を
と
り
つ

け
つ
つ
も
、
主
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
を
鼓
吹
す
る
力
行
社
の
組
織

を
利
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
影
響
の
ト
で
蒋
介
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石
が
大
衆
に
求
め
た
も
の
は
党
の
正
統
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
三

民
主
義
の
実
現
で
は
な
く
、
指
導
者
個
人
へ
の
忠
誠
で
あ
っ
た
。
第

三
は
、
実
際
に
こ
の
運
動
を
担
っ
た
の
は
、
警
察
官
・
青
年
学
生
・

店
員
・
公
務
員
な
ど
の
『
知
識
分
子
』
で
あ
っ
た
。
蒋
介
石
は
反
共

を
前
面
に
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
運
動
を
通
し
て
自
ら
の
権

力
を
地
方
に
浸
透
さ
せ
、
党
と
国
家
に
お
け
る
弱
体
な
権
力
を
強
化

す
る
き
っ
か
け
と
し
た
、
と
い
う
の
が
本
章
に
お
け
る
段
君
の
結
論

で
あ
る
。

　
一
九
三
五
～
一
九
三
七
年
と
い
う
時
期
は
、
国
民
党
・
国
民
政
府

の
指
導
下
で
中
華
民
国
の
政
治
的
統
一
と
経
済
建
設
が
最
も
進
ん
だ

時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
三
四
年
に
「
規
矩
（
規
則
正
し
さ
）
と
清

潔
」
を
重
点
に
お
い
て
出
発
し
た
新
生
活
運
動
は
、
三
五
～
三
七
年

の
時
期
に
な
る
と
国
家
建
設
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。
第
四
章
で

段
瑞
聡
君
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
蒋
介
石
の
理
念
と
運
動
の
実
態

か
ら
国
家
建
設
と
新
生
活
運
動
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。

　
段
瑞
聡
君
は
、
新
生
活
運
動
に
対
す
る
蒋
介
石
の
理
念
を
論
じ
る

に
あ
た
り
、
蒋
の
提
唱
し
た
国
家
の
「
三
大
生
命
」
と
「
三
化
」
を

取
り
上
げ
る
。
「
三
大
生
命
」
は
、
教
育
・
経
済
・
武
力
か
ら
な
る
。

「
三
化
」
と
は
、
芸
術
化
・
生
産
化
・
軍
事
化
で
あ
る
。
ち
な
み
に

芸
術
化
と
は
、
「
人
々
の
粗
野
で
卑
劣
な
行
為
を
改
善
す
る
」
こ
と

で
あ
り
、
新
生
活
運
動
に
お
け
る
「
規
矩
」
と
清
潔
に
通
じ
る
。

　
蒋
介
石
の
国
家
建
設
理
念
に
お
い
て
、
教
育
は
主
と
し
て
新
生
活

運
動
に
お
け
る
芸
術
化
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
つ
ま
り
彼
は
、
伝
統

思
想
に
よ
っ
て
人
民
を
教
育
し
、
国
家
建
設
に
適
合
し
た
国
民
を
創

り
出
す
こ
と
を
意
図
し
た
。
経
済
建
設
は
、
新
生
活
運
動
に
お
け
る

生
産
化
の
主
要
な
内
容
を
構
成
す
る
。
武
力
は
、
新
生
活
運
動
に
お

け
る
軍
事
化
で
あ
る
。
蒋
介
石
は
、
教
育
と
軍
事
を
結
び
つ
け
「
国

家
の
た
め
に
犠
牲
を
払
う
こ
と
の
で
き
る
軍
国
民
」
を
創
り
出
し
、

国
家
建
設
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
段
瑞
聡
君
は

蒋
介
石
の
著
作
に
依
拠
し
な
が
ら
、
蒋
の
国
家
建
設
理
念
と
新
生
活

運
動
と
の
関
係
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
蒋
介
石
に
と
っ
て
い
ま
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
、
孫
文
思
想
に
よ

っ
て
彼
の
こ
の
立
場
を
正
統
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
蒋
介
石
は
、

孫
文
が
一
九
｝
七
～
】
九
二
一
年
に
書
い
た
「
心
理
建
設
」
、
「
物
質

建
設
」
、
「
社
会
建
設
」
の
三
部
か
ら
な
る
『
建
国
方
略
』
に
基
づ
い

て
自
ら
の
立
場
を
正
統
化
し
よ
う
と
し
た
。
段
瑞
聡
君
は
蒋
介
石
の

論
理
を
分
析
し
て
い
る
が
、
蒋
が
な
ぜ
孫
文
の
他
の
著
作
を
さ
し
お

い
て
こ
の
著
作
に
依
拠
し
た
の
か
、
こ
の
点
は
国
民
党
史
に
お
け
る

蒋
の
理
論
的
立
場
を
考
え
る
上
で
さ
ら
に
解
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　
以
上
の
理
念
を
前
提
と
し
て
、
段
瑞
聡
君
は
新
生
活
運
動
の
実
践

を
多
面
的
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
。
第
一
は
、
こ
の
運
動
を
三
化
、
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つ
ま
り
軍
事
化
、
生
産
化
、
芸
術
化
の
面
か
ら
検
討
し
、
蒋
介
石
が

コ
般
国
民
の
生
活
様
式
と
意
識
の
改
造
」
の
上
に
立
っ
て
国
民
の

経
済
建
設
を
行
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第

二
は
、
こ
の
運
動
を
共
産
党
討
伐
と
の
関
連
で
促
え
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
段
君
は
こ
の
観
点
か
ら
新
生
活
運
動
の
全
国
的
展
開
を
明
ら

か
に
し
、
特
に
こ
れ
ま
で
国
民
党
の
権
力
が
弱
体
で
あ
っ
た
西
南
諸

省
へ
の
権
力
の
浸
透
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
三
は
、
新

生
活
運
動
の
促
進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
労
働
服
務
団
、
特
に

婦
女
労
働
服
務
団
の
役
割
を
解
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

新
生
活
運
動
は
全
国
で
七
〇
％
の
県
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
五
章
は
、
一
九
三
七
年
～
一
九
四
五
年
の
「
抗
日
建
国
」
期
の

新
生
活
運
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
最
大
の
特
徴
は
、

こ
の
運
動
が
抗
日
建
国
と
い
う
よ
り
大
き
な
国
家
的
課
題
の
な
か
に

組
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
抗
日
の
課
題
に
直

面
し
た
蒋
介
石
は
自
ら
直
接
介
入
す
る
よ
り
、
運
動
の
推
進
を
新
生

活
運
動
促
進
総
会
と
新
生
活
運
動
婦
女
指
導
委
員
会
に
委
ね
た
の
で

あ
る
。

　
蒋
介
石
は
新
生
活
運
動
の
基
本
思
想
で
あ
っ
た
「
礼
・
義
・
廉
・

恥
」
を
「
厳
格
な
規
律
」
、
「
積
極
的
な
犠
牲
」
、
「
着
実
な
節
約
」
、

「
嵐
の
よ
う
な
奮
闘
」
と
再
解
釈
し
、
抗
日
戦
争
の
遂
行
に
適
応
さ

せ
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
の
が
段
瑞
聡
君
の
解
釈
で
あ
る
。

　
段
瑞
聡
君
は
、
抗
日
戦
争
下
で
新
生
活
運
動
促
進
総
会
と
婦
女
指

導
委
員
会
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
運
動
の
全
国
的
実
態
を
分
析
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
同
君
が
解
明
し
た
注
目
す
べ
き
点
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
と
思
う
。

　
第
一
は
、
一
九
四
三
年
一
月
英
米
両
国
が
不
平
等
条
約
を
廃
棄
し

た
中
国
の
独
立
を
承
認
し
た
こ
と
は
、
促
進
総
会
の
下
で
近
代
国
家

の
建
設
を
目
指
し
て
推
進
さ
れ
て
き
た
新
生
活
運
動
の
目
的
に
合
致

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
第
二
は
、
蒋
介
石
夫
人
・
宋
美
齢
を
委
員
長
と
す
る
婦
女

指
導
委
員
会
が
果
た
し
た
役
割
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
は
明
ら
か
に

国
民
党
、
特
に
蒋
介
石
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
。
抗
日
の
初
期
に

中
共
も
こ
の
運
動
を
支
持
し
た
が
、
同
委
員
会
は
結
局
国
民
党
と
共

産
党
と
の
指
導
権
争
奪
の
場
と
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
一
九
四
一
年
の
院
南
事
件
以
後
、
婦
女
指
導
委
員
会
は
反
共

化
し
て
い
っ
た
。
段
瑞
聡
君
は
こ
の
過
程
と
そ
こ
で
果
た
し
た
同
委

員
会
の
役
割
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
は
抗
日
戦

争
と
新
生
活
運
動
と
の
関
係
が
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
故

に
、
段
君
の
研
究
成
果
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　
段
瑞
聡
君
は
こ
れ
ま
で
各
時
期
に
お
け
る
新
生
活
運
動
の
展
開
を

論
じ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
ひ
と
つ
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の
重
要
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
運
動
と
国
民

党
・
国
民
政
府
と
の
関
係
、
運
動
に
お
け
る
蒋
介
石
の
立
場
と
組
織

的
基
盤
の
間
題
で
あ
っ
た
。
第
六
章
に
お
い
て
は
こ
の
問
題
が
扱
わ

れ
て
い
る
。

　
段
瑞
聡
君
は
、
組
織
と
人
事
の
観
点
か
ら
新
生
活
運
動
を
五
つ
の

時
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
五
つ
の
時
期

は
、
①
一
九
三
四
年
二
月
～
七
月
の
運
動
開
始
時
期
、
②
一
九
三
四

年
七
月
～
三
六
年
一
月
の
運
動
組
織
の
統
一
時
期
、
③
一
九
三
六
年

一
月
～
三
七
年
七
月
の
運
動
の
発
展
期
、
④
一
九
三
七
年
七
月
～
四

六
年
二
月
の
日
中
戦
争
時
期
、
⑤
一
九
四
六
年
二
月
～
四
九
年
の
運

動
の
終
結
時
期
で
あ
る
。

　
段
瑞
聡
君
は
、
以
上
五
つ
の
時
期
を
通
し
て
運
動
の
中
心
に
あ
っ

た
新
生
活
運
動
促
進
会
、
な
ら
び
に
後
に
改
組
さ
れ
た
促
進
総
会
の

指
導
部
人
事
を
詳
細
に
分
析
し
、
各
時
期
の
運
動
と
の
関
連
で
運
動

の
組
織
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
同
君
が
発
見
し
た
の
は
、

以
下
の
諸
点
で
あ
る
。
第
一
は
、
日
中
戦
争
期
以
前
の
促
進
会
・
促

進
総
会
の
な
か
で
、
蒋
介
石
に
忠
誠
を
誓
う
力
行
社
の
成
員
が
指
導

的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
日
中
戦
争
時
期
に
な
る
と
、

三
民
主
義
青
年
団
、
新
生
活
運
動
婦
女
指
導
委
員
会
、
キ
リ
ス
ト
教

の
組
織
の
比
重
が
増
し
て
き
た
。
第
二
は
、
促
進
総
会
指
導
部
の
主

流
は
蒋
介
石
に
近
い
人
々
て
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
多
く
の
専
門

家
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
蒋
介
石
と
国
民
党
・

国
民
政
府
と
の
関
係
で
あ
る
。
段
君
は
、
一
九
三
四
年
に
こ
の
運
動

の
理
念
を
め
ぐ
っ
て
蒋
介
石
と
江
精
衛
と
の
間
に
相
違
の
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
新
生
活
運
動
の
指
導
理
論
と
組
織
構
造
、

推
進
方
法
に
関
し
て
は
、
一
貫
し
て
蒋
介
石
が
主
導
権
を
握
っ
て
い

た
。
…
…
蒋
介
石
は
、
国
民
党
も
し
く
は
国
民
政
府
を
超
越
し
、
独

自
の
政
策
決
定
機
関
（
促
進
会
と
促
進
総
会
）
を
作
り
出
し
た
」
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
、
国
民
政
府
時
期
の
蒋
介
石
の
、
そ
し
て
国
民
党

の
政
治
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
第
四
に
、
蒋
介
石
が
張
学
良
の
東
北
派

か
ら
閻
宝
航
を
起
用
し
た
い
き
さ
つ
、
こ
の
運
動
推
進
に
あ
た
り
蒋

を
個
人
的
に
支
え
て
い
た
黄
仁
森
の
役
割
に
段
君
が
光
を
当
て
て
い

る
こ
と
は
、
同
君
の
新
た
な
発
見
と
し
て
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

（
三
）

　
以
上
に
お
い
て
、
段
瑞
聡
君
の
新
生
活
運
動
に
関
す
る
分
析
に
言

及
し
つ
つ
、
論
評
を
加
え
て
き
た
。
第
七
章
は
結
論
で
あ
る
。
そ
こ

で
段
君
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
新
生
活
運
動
の
な
か

で
示
さ
れ
た
蒋
介
石
の
政
治
指
導
の
特
徴
を
要
約
し
て
い
る
。
第
一

は
、
蒋
が
孫
文
思
想
の
解
釈
権
を
掌
握
し
、
中
国
の
伝
統
思
想
と
孫

文
思
想
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
支
配
の
正
統
性
を
根

拠
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
運
動
の
推
進
に
お
い
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て
力
行
社
を
は
じ
め
と
す
る
個
人
的
色
彩
の
強
い
非
公
式
組
織
を
利

用
し
た
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
ら
諸
勢
力
問
の
調
整
に
成
功
し
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
蒋
介
石
の
指
導
力
の
弱
体

化
と
運
動
の
限
界
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
第
三
は
、
こ
の
運
動

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
党
・
国
民
政
府
の
公
式
の
経
路

を
軽
視
し
た
「
越
権
指
導
」
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
四
は
、
新

生
活
運
動
が
ま
ず
大
衆
の
日
常
生
活
の
意
識
を
改
善
し
、
そ
の
上
に

立
っ
て
つ
ぎ
に
近
代
国
民
国
家
の
建
設
を
目
指
し
た
こ
と
を
段
瑞
聡

君
が
確
認
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
五
は
、
蒋
介
石
は
大
衆
運
動
の
必

要
性
を
強
調
し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
反
共
と
自
ら
の
権
力
強
化
の
た

め
に
人
民
を
利
用
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
上
の
五
点
は
、
新
生
活

運
動
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
段
君
の
創
見
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
本
論
文
の
評
価
す
べ
き
点
は
、
一
九
三
〇
～
四
〇
年
代
の

蒋
介
石
の
権
力
の
在
り
方
を
解
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一

九
三
〇
年
代
の
は
じ
め
蒋
介
石
の
権
力
が
必
ず
し
も
盤
石
で
は
な
か

っ
た
が
、
新
生
活
運
動
を
通
し
て
自
ら
の
権
力
を
強
化
し
、
全
国
へ

浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
的

に
示
し
て
い
る
。

　
最
後
に
注
目
す
べ
き
は
、
頭
書
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
が
新

生
活
運
動
に
関
す
る
体
系
的
研
究
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
運
動
が
反
共
的
側
面
を
有
し
て
い
た
が
故
に
政
治
的
配
慮
が
先
行

し
、
本
格
的
な
学
術
研
究
が
皆
無
に
ひ
と
し
か
っ
た
。
段
瑞
聡
君
は
、

運
動
全
体
を
傭
轍
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
細
部
を
も
分
析
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
今
日
の
時
点
に
お
け
る
新
生
活
運
動
・
蒋
介
石
・
国
民
党

研
究
の
新
た
な
成
果
で
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
以
下
の
二
点
を
嘱
望
し
て
お
き
た
い
。
本

論
文
は
、
国
民
党
と
国
民
政
府
内
部
の
政
治
に
無
関
心
て
は
な
い
が
、

も
う
少
し
正
面
か
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
生
活
運
動
が
国
民
党
・
国
民
政
府
か

ら
一
定
の
距
離
を
保
持
し
つ
つ
、
蒋
介
石
と
中
国
の
政
治
全
体
に
と

っ
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
の
で
あ

る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
今
日
台
湾
に
公
開
さ
れ
て
い
る
蒋
介
石
資
料

を
充
分
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
に
そ
の
一
部
は
す
で
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
段
瑞
聡
君
の
立
場
を
考
え
る
と
こ
の
課
題
を
遂
行
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
方
法
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
さ
ら
な
る
努
力
が
望
ま
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
本
論
文
が
蒋
介
石
の
新
生

活
運
動
に
関
す
る
最
初
の
体
系
的
研
究
で
あ
る
こ
と
の
学
術
的
意
義

を
高
く
評
価
し
、
審
査
員
一
同
は
こ
こ
で
示
さ
れ
た
段
瑞
聡
君
の
学

識
が
博
士
学
位
（
法
学
、
慶
鷹
義
塾
大
学
）
を
授
与
す
る
に
値
す
る

も
の
と
考
え
る
。
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